
1/2　景気ウォッチャー調査（令和６年10月調査）― 沖縄（現状）―

　12．沖縄（地域別調査機関：一般財団法人南西地域産業活性化センター）

（－：回答が存在しない、＊：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明

◎

その他専門店
［陶器］（製
造）

お客様の様子 ・秋は陶器市などが多い時期のため、販売量が増加する。街
や客先の様子をみると外国人観光客が増加している。

◎
観光型ホテル
（企画担当）

販売量の動き ・７月の販売室数は前年比10％増加に対し、10月は前年比
22％増加とプラス幅が大きくなっている。

○
一般小売店
［酒］（店長）

販売量の動き ・県外や海外の観光客が増加している。

○
百貨店（経営担
当）

来客数の動き ・国内外の観光客の入店が増加している。

○
コンビニ（経営
者）

単価の動き ・単価が少しずつ上がり、買上点数も伸びている。

○
コンビニ（店
長）

お客様の様子 ・観光客が移動する導線に店舗があるため、来店客数も増え
て、客単価も上昇している。

○
一般レストラン
（代表者）

販売量の動き ・イベントの出店やメディアにも取り上げられて、来客数、
販売量が増加している。

○
旅行代理店（マ
ネージャー）

販売量の動き ・販売量は微増ではあるが、単価が上昇しているため売上は
増えている。

□

商店街（代表
者）

来客数の動き ・新型コロナウイルス感染症の影響が続いているが、商売で
は飲食業が良くて小売がまだ厳しい状況にあることから、３
か月前と変わらない。

□
スーパー（企画
担当）

販売量の動き ・今月の売上実績をみると、３か月前と比べてほぼ同等とな
り、前年割れの結果と苦戦している。

□

コンビニ（経営
企画担当）

来客数の動き ・好調であった夏場と違い、天候に恵まれていない日もある
が、来客数は前年比で増加傾向を維持している。しかし、台
風接近時や悪天候時の来客数の落ち込み幅が大きいため、懸
念している。

□
衣料品専門店
（経営者）

来客数の動き ・季節の変わり目ではあるが、沖縄はまだ暖かいため客も品
定めをしている。

□
乗用車販売店
（経理担当）

お客様の様子 ・客の購買意欲はまだ衰えていないとみている。

□

その他飲食店
［バー］（経営
者）

来客数の動き ・この数か月、良い状態が続かず上向きにならない。食事を
提供する飲食店は良くなっているが、当店のように酒の提供
がメインの飲食店は来客数が戻らず悪い状態のままである。

□

住宅販売会社
（役員）

競争相手の様子 ・分譲マンション、建売住宅共に新規販売が停滞している。
各社共に完成在庫の販売を中心に営業展開していることから
需給調整を行っているとみている。

▲

コンビニ（副店
長）

販売量の動き ・３か月前までは景気が上向きであると感じていたが、直近
の２か月は来客数の微減で販売量も鈍い。物価高の現状と10
月の物価上昇の影響で消費者の節約志向が強まっている。

▲
家電量販店（営
業担当）

来客数の動き ・来客数は、前年比95％と減少している。

▲

住宅販売会社
（取締役）

お客様の様子 ・人件費及び単価上昇により見積金額が想定を超えるため、
断念や計画変更などを行う客が以前より増加している。

× － － －

◎ － － －

○

食料品製造業
（役員）

受注量や販売量
の動き

・夏場のハイシーズンは終了したものの、修学旅行生やイン
バウンドの増加傾向が続いており、10月はイベントも多いこ
とから身の回りの消費は活発になっている。

○
窯業土石業（取
締役）

受注量や販売量
の動き

・公共、民間共に工事の見積依頼が増加傾向にあり、受注増
加に伴う製造が増加している。

□ ＊ ＊ ＊

▲ － － －

× － － －

◎ － － －

家計
動向
関連

(沖縄)

企業
動向
関連

(沖縄)

雇用
関連

(沖縄)
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○

学校［専門学
校］（就職担
当）

求人数の動き ・10月１日の内定解禁以降、採用が充足していない企業から
2025年卒の追加募集の依頼が届いている。未内定の学生を対
象とした学内説明会への参加を希望される企業が多いため、
学校としても可能な範囲で対応をしている。

□
人材派遣会社
（総務担当）

求職者数の動き ・求人数に対しての求職者の動きが相変わらず鈍く、人手不
足が継続している。

□

求人情報誌製作
会社（営業）

求人数の動き ・６月頃から求人数は横ばいである。業界別では、月ごとに
僅かな増減はあるものの全体的にはほぼ同数である。

□

学校［大学］
（就職支援担
当）

それ以外 ・物価高騰が続いており消費への影響が大きいため、消費を
控えた生活を余儀なくされている。

▲

職業安定所（職
員）

求職者数の動き ・新規の求人数、求職者数が減少傾向にある。そのなかでも
シニア層の求職者数は増加している。物価高の影響により、
年金や現在の賃金では生活ができないとの声がある。

× － － －

雇用
関連

(沖縄)


